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協定書を掲げる城田理事長(右)と茂木市長

　

11
月
22
日
、
高
崎
市
・
ニ
ュ
ー
サ
ン

ピ
ア
に
お
い
て
、「
第
４
回
群
信
協
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催
し
た
。

　

本
商
談
会
に
は
、
あ
か
ぎ
信
用
組
合
、

群
馬
県
信
用
組
合
、
ぐ
ん
ま
み
ら
い
信

用
組
合
の
取
引
先
か
ら
、
農
産
物
・
食

品
等
の
生
産
者
18
社
、
ホ
テ
ル
や
式
場

な
ど
バ
イ
ヤ
ー
も
18
社
参
加
。
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
生
産
者
自
慢
の
逸
品
が

　

11
月
27
日
、
安
中
市
・
安
中
市
役
所

に
お
い
て
、「
災
害
時
に
お
け
る
安
中
市

と
群
馬
県
オ
ー
ト
バ
イ
事
業
協
同
組
合

の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
を

開
催
し
た
。

　

小
回
り
の
利
く
オ
ー
ト
バ
イ
の
特
性

地
粉
う
ど
ん
に

　
　
　
　
園
児
が
舌
つ
づ
み

群
馬
県
製
麺
工
業（
協
）

農
畜
産
業
の

　
　
　
　
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

（
一
社
）群
馬
県
信
用
組
合
協
会

安
中
市
と
災
害
時
応
援
協
定

群
馬
県
オ
ー
ト
バ
イ
事
業（
協
）

麺
食
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

11
月
16
日
、
太
田
市
・
若
葉
幼
稚
園

に
お
い
て
、
園
児
や
職
員
に
う
ど
ん
の

提
供
を
行
っ
た
。

　

組
合
で
は
、
県
産
の
小
麦
品
種
「
さ

と
の
そ
ら
」「
き
ぬ
の
波
」
を
原
料
と

し
た
ソ
フ
ト
麺
５
０
０
食
分
を
提
供
。

園
内
で
収
穫
し
た
大
根
な
ど
を
具
材
に

「
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
」
に
し
て
味
わ
っ

た
。

　

う
ど
ん
は
好
評
で
、
お
か
わ
り
を
す

る
園
児
の
姿
も
。
同
組
合
は
、
県
産
小

麦
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
３

年
前
か
ら
県
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
に

ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
。

　

隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
商
談
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

生
産
者
と
バ
イ
ヤ
ー
が
活
発
に
情
報
交

換
を
行
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

を
生
か
し
、
災
害
時
に
は
組
合
員
が
被

災
地
域
の
情
報
収
集
や
車
が
進
入
で
き

な
い
地
域
へ
の
救
援
物
資
の
輸
送
を
担

う
。

　

茂
木
英
子
安
中
市
長
は
、「
災
害
で
道

路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
オ
ー

ト
バ
イ
の
働
き
で
命
が
救
え
る
」
と
期

待
を
述
べ
た
。城
田
新
二
理
事
長
は
「
安

中
市
の
安
心
・
安
全
に
協
力
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

同
組
合
で
は
、
県
内
自
治
体
と
同
様

の
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
は
群

馬
県
、
前
橋
市
、
館
林
市
、
藤
岡
市
、

み
ど
り
市
、
渋
川
市
に
次
い
で
７
件
目

と
な
る
。
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11
月
28
日
、
館
林
市
・
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
春
夏
向
館
林
織
物

新
作
品
求
評
会
」
を
開
催
し
た
。

　
「
館
林
紬
」
は
、
色
合
い
豊
か
な
縞

模
様
と
木
綿
織
り
に
よ
る
独
特
の
風
合

い
が
特
徴
。
組
合
で
は
、
一
般
の
消
費

者
に
「
館
林
紬
」
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
求
評
会
を
毎
年
開
催
し
て

い
る
。

部
地
震
で
、
小
学
生
が
倒
れ
て
き
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
す
る

事
故
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

得
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
。

　

川
上
氏
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
設
計
基

準
に
つ
い
て
説
明
し
「
本
来
、
各
種
基

準
を
遵
守
す
れ
ば
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
基
準
が
満
た
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、

不
適
切
な
設
計
・
施
工
や
経
年
劣
化
に

よ
る
性
能
低
下
に
よ
っ
て
予
期
せ
ぬ
倒

壊
が
起
こ
り
得
る
」
と
指
摘
。

　

次
い
で
、
所
有
者
・
管
理
者
、
施
工

業
者
に
係
る
責
任
や
法
律
に
つ
い
て
解

説
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
士
の
資
格
取
得

も
呼
び
掛
け
た
。

　

業
界
で
非
常
に
関
心
が
高
く
、
受
講

希
望
者
の
多
い
テ
ー
マ
の
た
め
、
２
月

中
に
再
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

会
場
で
は
、
反
物
の
ほ
か
、
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
、
リ
ュ
ッ
ク
、
ボ
デ
ィ
バ
ッ
グ

な
ど
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
品
々

を
展
示
し
た
。
ま
た
、「
館
林
紬
」
の
歴

史
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
の
展
示
も
併
せ
て

行
っ
た
。

　

受賞者で記念撮影（左から２番目が多田理事長）

現代的にアレンジされた品々

館
林
紬
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

館
林
織
物
連
合（
協
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

　
　
　
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ

　

群
馬
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
事
業（
協
）

環
境
保
護
へ
の

　
　
　
　
　
取
組
み
を
評
価

館
林
金
属
工
業
団
地（
協
）

　

11
月
29
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
今
〜
今
、
必
要
と
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
な
設
計
と
施
工
方
法
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し

た
。
講
師
は
、
小
山
工
業
高
等
専
門
学

校
名
誉
教
授
の
川
上
勝
弥
氏
。

　

同
講
習
会
は
、
昨
年
６
月
の
大
阪
北

　

12
月
18
日
、
館
林
市
・
館
林
市
文
化

会
館
に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
館
林
市

環
境
賞
顕
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
同
組

合
が
環
境
管
理
の
部
門
で
受
賞
し
た
。

　

組
合
で
は
、
廃
棄
物
の
低
減
や
ク
ー

ル
ビ
ズ
の
推
進
な
ど
環
境
保
全
へ
の
取

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成

20
年
に
は
環
境
Ｇ
Ｓ
（
ぐ
ん
ま
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
）
を
取
得
。
こ
う
し
た
取
組
み

が
認
め
ら
れ
、今
回
の
受
賞
に
至
っ
た
。

　

顕
彰
式
に
は
多
田
征
訓
理
事
長
が
出

席
し
、
須
藤
和
臣
館
林
市
長
よ
り
顕
彰

状
を
受
け
取
っ
た
。
多
田
理
事
長
は

「
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。
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